
 

 

3-02 健康の増進と地域医療の充実 

 

 

 

視 点 

●市民の健康を維持し、元気な市民がたくさんいるまちにすること 

●市民が安心して暮らせる医療環境を提供すること 

●高齢者がいきがいを持ち、安心して暮らせること 

 

 

3-02-01 健康・保健予防 

 

令和８年度の目指す姿  

●健康都市宣言の趣旨に基づく様々な施策展開により、市民の健康意識が高まり、予防や健康づく

りに積極的に取り組む市民が増えています。 

●地域の健康課題の克服と科学的根拠に基づいた新しい予防対策を提案しています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証  

●「健康をキーワードとした企業連携研究に参加する市民の割合」については、該当する研究実績

がないのが現状です。 

●がん検診受診者数については、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う春の集団検診の中止が影

響したことに加え、受診自体を敬遠する傾向が顕著となり、個別検診に関する助成を実施したも

のの、受診者数は大きく減少しており、新型コロナウイルス感染症の影響もある中、今後の感染

状況により大きく変動することが予想されます。 

 

現 状 と 課 題  

●地域の健康課題の把握と解決方策の検証が重要であるとともに、地域特性に応じた調査、研究が

必要となっています。 

●コホート研究での調査研究データを活用した市民の健康づくり活動を促進しながら、地域の特性

に応じた新しい予防対策を提案するなど、市民自らが健康づくりに取り組む環境整備を図ってい

く必要があります。 

●各種事業については、住民への周知・啓発を継続しながら、健康いきいきサポーターなどととも

に、市民自らが健康づくりに取り組む環境整備を図っていく必要があります。 

●令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態宣言の発出により、春の集団検

診を中止したことに加え、受診自体を敬遠する傾向が顕著となり、受診者数は大きく減少してお

り、新型コロナウイルス感染症の影響もある中、今後の感染状況により大きく変動することが予

想されます。 

 

後期５年間の方向性  

●地域の健康課題解決の一助となる新しい健康サービス（産業）を創出し、地域ぐるみで環境づく

りを進めていきます。 

●はーとふる、るもい健康の駅がそれぞれの役割と機能を十分に生かしながら、市民の健康を守る

ために連携を図っていきます。 

●地域の健康いきいきサポーターとの連携をより深め、市民一人ひとりが自分の健康に関心を持

ち、自らが健康づくりに取り組んでいくための環境整備を図っていきます。 
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3-02 健康の増進と地域医療の充実 

 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

健康をキーワードとした企業連携研究

に参加する市民の割合 
(％) 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

がん検診受診者数 
（がん：胃、肺、大腸、乳、子宮） 

(人) 1,524 2,237 2,237 2,259 2,259 2,282

乳幼児健診受診率 (％) 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 

 

3-02-02 高 齢 者

 

令和８年度の目指す姿  

●高齢者自身が経験や知識を生かし社会参加するなど、住み慣れた地域で元気に明るくいきいきと

した生活を送っています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●介護予防事業の延べ参加率は、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響もあり、令和２年度の実

績は 40.8％に留まっており、今後の感染症の状況によっては、高齢者の社会参加の推進が難しい

状態が続く可能性もあることから、令和３年度の目標値を達成できたとしても課題が残るのが現

状です。 

●ニューノーマル（新しい生活様式）における高齢者の社会的孤立や健康二次被害を予防するため、

安心して参加できる集いの場の確保、身体活動量や栄養状態の維持に向けた取り組みを進めてい

くとともに、高齢者の豊かな経験・知識を生かした社会活動への参加の促進を継続していくこと

が重要です。 

 

現 状 と 課 題  

●いきがいを持って元気に暮らしている高齢者が増えている一方で、高齢者人口の増加に伴い、要

介護状態や一人暮らし、身寄りがない、認知症などの問題を抱える高齢者が増加しており、介護

予防や認知症対策、見守り環境など、地域のサポート体制が必要となっています。 

●高齢者一人ひとりにあった就労やボランティア活動、高齢者の豊かな経験・知識を生かした社会

活動への参加を促進する必要があります。 

 

後期５年間の方向性  

●高齢者が、可能な限り住み慣れた地域で、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが

できるよう、地域包括ケアシステムを充実していきます。 

●高齢者が生涯にわたり健康で充実した生活を送ることができるよう、いきがいづくりと社会参加

を推進していきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

介護予防事業延参加率 (％) 40.8 維持～

増加 

維持～

増加 

維持～

増加 

維持～

増加 

維持～

増加 
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3-02-03 地域医療 

 

令和８年度の目指す姿  

●救急・周産期・小児医療の提供体制が整い、市民がいつでも適切な医療を受けることができ、安

心感が高まっています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●令和２年度の修学資金貸付の実績は５人でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい

ると思われることから、今後においても、積極的な周知が重要です。 

●市立病院では、修学資金（医師・看護師・薬剤師）制度の活用や医師事務作業補助者の増員・育

成による医師の事務負担軽減及び勤務環境の改善など、医療スタッフ確保の取り組みを進めてい

ます。 

●全国的な医師不足、看護師不足の影響もあり、安定した確保につながっているとはいえない状況

ですが、常勤医師の確保が困難な状況の中でも、出張医による診療体制の維持など、地域にとっ

て必要不可欠な救急・周産期・小児医療の提供体制の維持や人工透析室の拡充、地域包括ケア病

棟の開設による機能回復のためのリハビリテーションの充実に努めています。 

●新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中で、「重点医療機関」として感染症病床の確保や感

染症患者の受け入れ、検査体制の整備や発熱外来の設置など、感染症対策に求められる役割を果

たしています。 

 

現 状 と 課 題  

●いずれの医療機関においても、医療スタッフの確保が最重要課題となっており、市民がいつでも

適切な医療を受けられるようにするためには、医師、看護師を含む医療スタッフの安定的確保が

不可欠となっています。 

●全国的な医師・看護師不足を背景に、安定した医療スタッフの確保が困難な状況です。 

●新型コロナウイルス感染症の流行により、特別な対応が必要な感染症医療への環境整備が求めら

れています。 

●市立病院においては、新型コロナウイルス感染症の流行による緊急事態宣言下の中で、健診や急

を要しない手術などを制限しなければならない状況でした。 
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後期５年間の方向性  

●道内医育大学と連携しながら留萌地域に医療人育成のフィールドを構築することで、地域医療を

十分理解した医師、看護師を含む医療スタッフの安定的な確保、維持に取り組んでいきます。 

●医師が行う事務的業務の負担を軽減し、医師が診療業務に専念できる環境づくりを推進すること

で、地域医療の充実と安心して住み続けられるまちづくりに取り組んでいきます。 

●「留萌区域地域医療構想」の方向性を踏まえ、住民・患者の視点に立ち、関係機関との連携のも

と、医師の地域偏在の解消や在宅医療の拡充を図りながら、地域の最も重要な社会基盤の一つで

ある医療提供体制の確保に努めていきます。 

●医師・看護師・薬剤師の修学資金制度の継続や医師の事務的業務の負担を軽減し勤務環境の改善

を図るため、医師事務作業補助者の増員・育成を進め、地域医療を守るための安定した医療スタ

ッフの確保に取り組むとともに、看護師等修学資金貸付金制度の周知の強化に努めます。 

●へき地患者移送事業により、公共交通の不便な地域から市街地の医療機関へ通院する患者の移送

を行っていきます。 

●新型コロナウイルス感染症の「重点医療機関」として、感染症病床の確保や感染症患者の受入れ、

検査体制の整備や発熱外来の設置など、地域の感染症対策に求められる役割を果たします。 

●新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中でも、地域にとって必要不可欠な救急・周産期・小

児医療を守り続けるため、緊急性や収益性、地域の医療提供体制などを考慮し、優先度の順位付

けをしながら、施設や医療用器械の計画的な修繕や更新を進めていきます。 

●常勤専門医の確保が困難な中でも、出張医での診療体制を維持するなど、地域センター病院とし

て果たすべき役割を明確化し、必要な医療資源の確保を図ります。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

看護師等修学資金貸付金利用者数 (人) 5 10 10 10 10 10

 

 

3-02-04 地域センター病院 

 

令和８年度の目指す姿  

●医療スタッフや設備などが確保され、医療圏の将来医療需要と地域のニーズを踏まえた医療が提

供されています。 

 

前 期 ５ 年 間 の 検 証 

●分娩件数については、人口減少、少子高齢化の影響が大きく目標は達成していませんが、医学生

実習の受け入れについては、新型コロナウイルス感染症の流行により、令和２年度は大学側によ

る実習の中止などから大きく目標を下回ったものの、大学病院や都市部の病院では学ぶことので

きない地域完結型の医療を学ぶ環境を提供し、積極的な受け入れを行う環境が整っています。 

●医療スタッフの確保が困難な状況であり、さらに新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中で

も、感染拡大を防ぎながら、地域にとって必要不可欠な救急・周産期・小児医療の提供体制を維

持するなど、「地域センター病院」としての役割を果たしています。 
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3-02 健康の増進と地域医療の充実 

 

 

現 状 と 課 題  

●常勤専門医師については、平成 23 年度当初の 34 人から、平成 29 年度当初では 20 人となり、令

和 3年度当初においても 20 人となっていることから、確保が困難な状況となっています。 

●10 対１看護の維持や感染症重点医療機関としての役割を果たすための看護師の確保・定着が必要

です。 

●病院建設から 20 年が経過し、施設や医療用器械の計画的な修繕や更新が必要となっています。 

●地域で医療・介護を完結していくことが求められ、医療資源の現状や医療を取り巻く環境と急性

期・高度医療を期待する住民ニーズとのギャップの解消が課題となっています。 

 

後期５年間の方向性  

●将来の医師確保の取り組みとして、病院の認知度を上げるための医学生向けの実習環境を提供し

ていきます。 

●道内医育大学と連携しながら、地域医療を十分に理解した医師、看護師を含む医療スタッフを育

成するフィールドを提供していきます。 

●緊急性や収益性、地域の医療提供体制などを考慮し、優先度の順位付けをしながら、施設や医療

用器械の計画的な修繕・更新を進めていきます。 

●感染症重点医療機関としての役割を果たすとともに、新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう

中でも、地域にとって必要不可欠な救急・周産期・小児医療を守り続けていきます。 

●常勤専門医の確保が困難な中でも、出張医での診療体制を維持するなど、地域センター病院とし

て果たすべき役割を明確化し、必要な医療資源の確保を図っていきます。 

●地域医療構想の実現を目指していく中で、地域の声を聞きながら、二次医療圏の急性期医療を担

う地域センター病院としての役割を果たしていきます。 

 

数 値 目 標 ※現状：Ｒ2

指 標 項 目 現状 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 

市立病院利用（外来）における患者満

足度 

(％) 91.5 91.5 91.5 91.5 91.5 91.5

分娩件数 (件) 109 112 112 112 112 112

医学生実習の受け入れ件数 (件) 2 61 61 61 61 61
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